




























































































































と短期養成である。学科課程19)をみると，各学年を 3学期に分け， 2年の 3学期のみ週24時間
で，他は週28時間である。倫理（週2時間， 2年の 3学期は 1時間，以下（）内の時間を略
す），教育 (3, 2年の 3学期はなし），国語（ 9)'漠文 (3)，習字 (1)，生理 (2),
体操 (6)，音楽 (2)で国語関係の学科が13時間を占める。体操は第 2学年 1学期までは普
















35年11月からの体操科は，倫理，教育を各 2時間，生理 (4)，解剖衛生(2)，体操 (12),
舞踏，遊戯 (10)で，体操は普通体操を，舞踏，遊戯は円舞，方舞，対舞，普通遊戯一班を課
した。音楽科は倫理 (2)，教育 (2)，家政 (1)，音楽 (18)，遊戯 (8)24)であり，両
科の兼修が可能であった。両科の合併後の本科は明治3~7 月の学科によると，倫理 (1)'
教育（ 2)' 国語（ 2)'家政（ 1)'生理（ 3)'体操理論（ 1)'音楽理論 (1)，和声
明治期における女子体育教員養成機関に関する歴史的研究 5
 


































































































表 1 3 校の教師の兼務状況
東京女子体操音楽学校 日本体育会体操学校部 女 高師女子








生 理 教修体（操育科国）語生科体取教（生操締授理専） ， ン体操
坪井玄道 （講師あるいは校補長佐を） 体(4操2年科教ま授で）
山口酉三郎 生 理 遊（ダンス戯） 原理や実技 体ー操教科授助教授
可児 徳 体操•生理 舞行進踏遊戯・ 教 師 体 操 原理や実技 体体操操学術科
小沢卯之助 薙刀体操 薙刀体操 薙刀体操 薙刀体操
小野泉太郎 体操・遊戯 遊 戯 体遊操術戯科
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進 呂子 3 1 
外 国 7 +(5)高師技女範芸，女l 2 1 (1)高女 (2) 保母
高女
そ の 他 2 1 2 2 2 1 1 1 
非 役 1 2 4 5 7 16 20 18 
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不 明 169 20 
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